



『クレーヴの奥方』における病      


























リ二世は、1547 年から 1559 年に在位した、13 代続いたヴァロワ朝の 10 代目に当たり、続くブル
ボン朝の中央集権国家の土台を築いた王である。現在のフランス最高学府「コレージュ・ド・フラ
ンス」の起源を創設したのは父王フランソワ一世によってであり、16 世紀は近代フランス文化の揺
                                                   
1 Mme de Lafayette, Œuvres Complètes, Gallimard, 2014; IntroductionXXXII. 
2 “Et Nicolas Sarkozy fit la fortune du roman de Mme de La Fayette,” Le Monde, 29/03/2011. 





6 『クレーヴの奥方』のフランス語原文は前掲書 Œuvres Complètes を参照する。引用は 2016 年
刊行の光文社『クレーヴの奥方』永田千菜訳を使用し、引用末尾にそのページ数を記す。 
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10 Bernadette Höfer, Psychosomatic Disorders in Seventeenth-Century French Literature, 






































                                                   
11 17 世紀の Valincour は、従者の無能さを認めながら、クレーヴ公の死の準備としての必然性も
指摘している。 




































                                                   
13 感情と身体の密接な関係については、たとえばダマジオのような現代の脳科学者の研究がある。 
14 Francis Mathieu, “Mme de Lafayette et la Condition humaine: une lecture pascalienne de 
La Princesse de Clèves”, Cahiers du XVIIe siècle, Vol XII, no1, 2008.ここでは｢心の平安｣(repos)
の観点からパスカルとの類似性が指摘されている。 
